






 

1979 年 2 月より 3mm Disc 法で TSH を測定し,1982年 12 月まで 312,981 件スクリーニング

を行った。各県別のスクリーニング数,患者数および発生頻度は静岡県 149,475 件中 14

例,1/10,668,長野県 84,688 件中 9 例,1/9,410,石川県 35,977 件中 9 例,1/3,997,千葉県

42,841 件中 2例,1/21,421 であり,石川県において発見率が高かった。全体での発見頻度は

1/9,205 であった。 

 スクリーニング時 Disc TSH 高値のため精査を依頼したのは 70 例で,結果は正常 36 例,

クレチン症19例,一過性高TSH血症12例,一過性甲状腺機能低下症3例と正常者が約半数,

クレチン症が約 1/4であった。生後 5～7日目のスクリーニング時 Disc TSH 濃度別に各々

の分布を比較すると,50μu/ml 以下では正常者が 19 例(精査総数の 27.1%),一過性高 TSH

血症 10 例(14.3%)と多く,100μu/ml 以上ではクレチン症が 14 例(20.0%)と多いが，正常者

の中にも 100μu/ml以上の高値を示したものが7例(10.0%)含まれていた。しかし,これら

の例において新生児期の一過性甲状腺機能異常の有無については不明である。一過性高

TSH 血症では Disc TSH100μu/ml 以下であった。 


